
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※質問は、図 8,12,13,19 以外の質問は、「豊島区立小 

学校」で共通されている質問となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和６年度 豊島区立朝日小学校 

学校評価（中間評価）結果 
令和６年 11 月５日（火） 

  

日頃より、本校の教育活動にご理解・ご協力いた

だき、本当にありがとうございます。 

先の１０月２９日（火）に第２回学校運営連絡協

議会を開催し、学校評価の集計結果等の報告、委員

（地域）の皆様にも評価・ご意見等をいただきまし

たので、７月に実施した第一回学校評価（中間評

価）集計結果等をご報告します。 

集計結果および自由記述でいただいたご意見に

対する今後の対応等の方向性をまとめました。今

回は、昨年度同時期に実施した結果と比較できる

よう紙面を構成しました。12 月の学校評価（年度

末評価）では、今回の中間評価との比較を掲載する

計画です。 

 なお、今回の中間評価は、Google Forms と紙に

よる回答のいずれかを選択できるよう準備しまし

た。実施期間中（７月）に１３３件（Forms６４件・

紙６９件）の回答をいただきました。本校の家庭数

は、実施当時２０８でした。この数をもとに回収率

を算出すると、約６４％（昨年同時期２７％）で回

答率が向上しました。ただし、１３３件には、ごき

ょうだい毎に回答いただいているご家庭分も含ま

れますので、実際の回収率はもう少し下がるはず

です。多くの皆様に、ご協力いただけましたことに

感謝いたします。ありがとうございました。 

 次回は１２月頃に実施する計画です。８０％以

上の回収率を目指したいと考えます。何卒ご協力

をよろしくお願いいたします。 

Ⅱ 確かな学力の育成  

図２ 学校では、授業改善推進プランを作成し、４つの柱で授業改善をすすめていきます。 

①「問題解決型学習」の授業づくり  ②ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくり  

③学習環境の整備、授業規律の徹底  ④個別最適化された学習の充実 

図３ ICT 機器およびタブレット PC の活用に関する項目で、数値の変化が見られます。特に、タブレッ

ト PCの活用は、学びを深めるのに有効なツールであることが実感できるよう努めていきます。学年

に応じた ICT活用スキルを確実に身に付けられるよう指導を重ねます。 

 

NO．１ 

 

 

Ⅰ 就学前から小学校・中学校への円滑な接続 
 
〇近隣の保育園・幼稚園との連携について、学校
便り・ホームページの発信に努めていきます。 

裏面へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏へ 

Ⅲ 豊かな心の育成  

図４ 

〇児童が「自分なりにがんばったことを、先生が認

めてくれて、うれしかった」という実感が、前年

度より下がっている傾向があります。ｉ-check

という心理検査結果も踏まえ、教員が児童の行

動を即時評価し、ほめること・会話の場面を増や

すことを意識してまいります。 

〇道徳科の授業改善に向けて、夏休みに講師を招

き、研修会を開きました。9月に道徳科の授業を

２回公開する機会があり、意識を高めています。 

図５ 児童の「今のクラスが好きか」という数値の変 

は、クラス替えもあり単純に昨年度の数値と比

較はできませんが、児童の学級への満足感が２

学期に向上させられるよう、教員には学級の現

状をしっかり捉えさせ、その原因を解消すべき

実践に取り組んでまいります。 

 

Ⅳ 健やかな体の育成  

図６ 引き続き、休み時間の外遊びの推奨、体育科の授業改善（運動量確保）に努めてまいります。１

学期のウルトラタイムの実施時期は、7月だと高温で計画的に実施しにくいので時期を改めます。 

図７ 食育、健康教育を継続するとともに、児童の実感的理解が深まるよう努めてまいります。今後、

学校保健委員会の開催をご案内いたします。講師を招き、子供たちの健康についてお話しいただく

計画です。多くの皆様にご参会いただきたいです。 

 

NO.2 へ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 一人一人を大切にする教育の推進  
図８ 保護者、教員共に「楽しく学校に通っていますか」に対して、

「そう思う」と回答する割合が下がっています。学校では、トラ

ブル等 はその日のうちに解決し、下校する際には元気に下校で

きるよう努めます。気になることは保護者の皆様にもご連絡し、

状況を共有できるようにしています。ご家庭でも気になることが

ございましたら、担任等にご連絡・ご相談ください。 

図９ 児童のいじめに関する質問項目について、質問文の前半と後半

の部分の重きの置き方で解釈が変わるのではないかとのご意見を

いただきました。質問の前半部分に当たる「いじめの発生状況」

を見聞した上で、回答しているならば、いじめが多く校内で発生

していると読み取ることもできます。また、質問の後半部分の「か

わいそう・心が痛む」と感じる「いじめに対する気持ち」の割合

としても、読み取ることもできます。 

いずれにしても、いじめの対応は、引き続き、迅速かつ丁寧に 

対応し、学校組織全体の意識をより高めてまいります。アンケー 

ト調査の結果だけに頼るだけのでなく、教員がいじめの芽を感じ 

取れるよう研修を重ねてまいります。 

図１０ 

〇児童の「あなたの気持ちを分かろうとしてくれる先生がいます

か。」の質問は、肯定的な回答が微増しています。「ややそう思わ

ない」と回答する児童がいることを重視し、担任に限らず、信頼

できる大人に話すことの大切さを伝えていきます。 

○自由記述で、保護者の皆様が教員と話す機会をより求めているこ

とが分かりました。また、「学校は、子供たちの気持ちを理解する

ため、一人一人に寄り添いながら、指導を行っている」の肯定的

な評価が、昨年度より１０％低下していることを真摯に受け止

め、より丁寧な対応に努めます。 

図１１ 特別支援教育等に関する項目では、「分からない」との回答が

約３０％あります。この状況を打開する方法について、学校で

もアイディアを出し合い検討していきます。 

図１２・１３ 

挨拶、言葉遣いに関しては、学校と家庭で同じ方向で意識して 

取り組む必要があると捉えています。場に応じた言葉遣いができる 

ことを意識して、どの児童もできるよう指導を重ねてまいります。 

 

Ⅵ 教師力の向上と魅力ある学校づくり  

図１４ 

〇特別支援コーディネーターを中心する校内委員会を月１回 

実施しています。今後も児童や学校の様子を情報交換して、 

学校組織全体で取り組めるよう努めてまいります。 

〇「秩序・落ち着き」の質問は、昨年度と比較すると、肯定

的評価が下がりました。自由記述では、学級の様子を心配

する意見もいただいています。「朝日スタンダード」や授

業規律を児童と再確認する機会を設けたり、状況を振り

返ったりする機会を増やしてまいります。 

図１５ 児童の「先生はクラスのみんなのこと、ほめたり、励

ましたりしてくれますか」の質問は、９０％以上の児童

が肯定的な回答をしていますが、２学期にはよりその数

値が伸びるよう努めます。 

 

 

Ⅷ 特色ある教育活動  

図１８ 今後も、ＳＤＧｓの目標実現に向けた学習を充

実をさせていきます。 

図１９ 地域域人材を活用した学習を展開できるよう人

材発掘や情報収集を行ってまいります。 

NO．２ 

 

 

Ⅶ 家庭・地域との連携  

図１６ 引き続き、情報発信に努めます。また、地域学

習が充実できるよう、単元開発に努めます。 


